
 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度  

第 6 回理事会議案書 
 

 

第 1 号議案 令和 4 年度事業計画の件 

第 2 号議案 令和 4 年度収支予算の件 

  報 告 事 項 第１回全国特別支援学校 

フットサル大会の件 

  業務執行状況報告 

 

 

 

 

期日 ２０２２年令和４年３月 15 日 午後５時 

場所 京王プラザホテル札幌 22 階「ペガサス」 

 

 

 

公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会 

 



 

 

 

 当法人の令和 4年度の事業計画案を以下の通り提案いたします。精査のうえ承認を求め

ます。 

 

Ⅰ 基本方針 

 当法人は、2016年平成28年7月25日、一般財団法人として設立し、公益目的各事業等を着

実に行ってまいりました。この実績を踏まえて、2018年平成30年7月26日、北海道知事より

法人第1280号指令で公益財団法人として認定されました。 

当法人の事業は、定款第3条において、「特別支援学校のスポーツ振興に関する事業を行

い、障害のある児童生徒の健全な 発達に寄与することを目的とする」とし、その事業は定

款第4条で「（1）フットサル等スポーツ活動の普及 （2）フットサル等競技会等の開催・

助成 （3）フットサル等スポーツ活動の調査・研究 （4）その他、この法人の目的を達成

するために必要な事業」こととしている。 

また、2021年令和3年度の「フットサル指導事業」において、北海道庁の許可の下、事業

対象を「特別支援学級」を含めて行うこととした。 

 このことを踏まえ、2022年令和4年度は、以下により事業を推進する 

。  

 

1 定款第 4条 1のフットサル等スポーツ活動の普及 

1-1 スポーツ用品の寄贈 

1-2 フットサル指導員の派遣  

 

2 定款第 4条 2のフットサル等競技会の開催・助成 

2-1 2022第 6回小野寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会の開催 

    

3 定款第 4条 3のフットサル等スポーツ活動の調査・研究 

3-1 スポーツ活動に係る実践研究校の指定及び成果報告書の発行 

 

 

 

 

 

 
 
 

第 1号議案 令和 3年度事業計画の件 



Ⅱ 事業計画 

1 北海道の特別支援学校と特別支援学級 

表1 北海道の特別支援学校74校の障がい種別及び校名 

視覚障がい 

• 北海道札幌視覚支援学校 
• 北海道函館盲学校 
• 北海道旭川盲学校 
• 北海道帯広盲学校 

聴覚障がい 
• 北海道高等聾学校 
• 北海道札幌聾学校 
• 北海道函館聾学校 
• 北海道旭川聾学校 
• 北海道室蘭聾学校 
• 北海道帯広聾学校 

知的障がい 
• 北海道雨竜高等養護学校 
• 北海道札幌高等養護学校 
• 北海道札幌稲穂高等支援学校 
• 北海道札幌あいの里高等支援学校 
• 北海道千歳高等支援学校 
• 北海道白樺高等養護学校 
• 北海道新篠津高等養護学校 
• 北海道小樽高等支援学校 
• 北海道伊達高等養護学校 
• 北海道今金高等養護学校 
• 北海道函館五稜郭支援学校 
• 北海道函館高等支援学校 
• 北海道北斗高等支援学校 
• 北海道旭川高等支援学校 
• 北海道美深高等養護学校 
• 北海道美深高等養護学校あいべつ校 
• 北海道小平高等養護学校 
• 北海道紋別高等養護学校 
• 北海道新得高等支援学校 
• 北海道中札内高等養護学校 
• 北海道中札内高等養護学校幕別分校 
• 北海道中標津支援学校 
• 市立札幌豊明高等支援学校 
• 北海道夕張高等養護学校 
• 市立札幌みなみの杜高等支援学校 
• 日本体育大学附属高等支援学校 
• 北海道美唄養護学校 
• 北海道南幌養護学校 
• 北海道札幌養護学校 
• 北海道札幌養護学校 共栄分校 
• 北海道札幌養護学校白桜高等学院 
• 北海道星置養護学校 
• 北海道星置養護学校ほしみ高等学園 
• 北海道札幌伏見支援学校 
• 北海道札幌伏見支援学校 もなみ学園分校 
• 北海道余市養護学校 
• 北海道余市養護学校 しりべし学園分校 
• 北海道室蘭養護学校 
• 北海道苫小牧支援学校 
• 北海道平取養護学校 
• 北海道平取養護学校 静内ペテカリの園分校 
• 北海道七飯養護学校 
• 北海道七飯養護学校 おしま学園分校 
• 北海道鷹栖養護学校 
• 北海道東川養護学校 
• 北海道稚内養護学校 
• 北海道北見支援学校 
• 北海道紋別養護学校 
• 北海道紋別養護学校 ひまわり学園分校 
• 北海道帯広養護学校 
• 北海道釧路養護学校 
• 国立大学法人北海道教育大学附属特別支援学校 

肢体不自由 
• 北海道岩見沢高等養護学校 
• 北海道真駒内養護学校 
• 北海道拓北養護学校 
• 北海道函館養護学校 
• 北海道旭川養護学校 
• 北海道網走養護学校 
• 北海道白糠養護学校 
• 札幌市立豊成養護学校 
• 札幌市立北翔養護学校 

病弱 
• 北海道手稲養護学校 
• 北海道手稲養護学校三角山分校 
• 市立札幌山の手支援学校 

聴覚･知的 
• 北海道釧路鶴野支援学校 

肢体不自由・病弱 
北海道手稲養護学校 

 

2 北海道の特別支援学級 

2021年令和3年度の道内小学校3,115学級、中学校1,468学級、計4,917学級があることから、フット

サル指導を希望する特別支援学級を特別支援学級設置校長会が選抜し、当該学級にフットサル指導を行う。 

http://www.sapporoshikaku.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.hakodatemou.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.kyokumo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.obihiro-sb.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.koutourou.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.sappororo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.hakoro.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.asahikawarou.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.muroranrou.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.obihirorou.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.uryuukoyo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.sapporokoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.inahokoushi.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.ainosatokoshi.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.chitosekoushi.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.shirakabakoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.shinko.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.otarukoushi.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.datekotoyogo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.imayou.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.goryoukakushien.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.hakodatekoushi.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.hokuto-koushi.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.asahi-koushi.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.bifukakoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.aibetsukou.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.obirakoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.monbetsukoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.shintoku2016.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.nakasatsunaikoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.naka-makubun.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.n-koyo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.homei-h.sapporo-c.ed.jp/
http://www.yukoyo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.minaminomori-h.sapporo-c.ed.jp/
http://s-nittai.ed.jp/
http://www.bibaiyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.nanporoyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.sapporoyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.sapporoyougokyouei.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.hoshiokiyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.hoshimi.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.fushimishien.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.monami.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.yoichiyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.yoichiyougoshiribeshi.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.muroranyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.tomashien.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.birayo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.biratoriyougopetekarinosono.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.nanaeyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.nanaeyougooshima.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.takasuyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.higashikawayougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.wakkanaiyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.kitamishien.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.monyo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.monbetsuyougohimawari.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.obihiroyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.kushiroyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.hokkyodai.ac.jp/fuzoku_hak_tokushi/
http://www.iwamizawakoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.makomanaiyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.takuhokuyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.hakodateyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.asahikawayougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.abashiriyougo.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.shiranuka-yougo.hokkaido-c.ed.jp/
https://www23.sapporo-c.ed.jp/housei/
http://www.hokusho-jh.sapporo-c.ed.jp/index.html
http://www.sankakuyama.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.yamanote-ejh.sapporo-c.ed.jp/
http://www.tsurunoshien.hokkaido-c.ed.jp/
http://www.teineyougo.hokkaido-c.ed.jp/


 

3 定款第4条1「フットサル等スポーツ活動の普及」  予算120万円 

3-1 「スポーツ用品の寄贈」       予算 80万円 

令和3年度実績は、36校、1,642,905円であった。これは、コロナウィルス感染症の拡大を踏まえ、第

５回小野寺眞悟杯フットサル大会の開催中止を見越して、各校２物品の寄贈希望を取ったからである。 

2022年令和４年度は、各校1物品(図1)の希望を踏まえて寄贈する。 

 

 

 



 

 

図1 寄贈用品リスト 

 



寄贈内容は、約2万円になるように表2のA～Mの13セットのメニューとして、各校に提示する。 

表2 寄贈用品メニュー 

 

 

 

各用品の2022年令和4年度の価格割引き率は、上表2の右側に掲示したが、特別支援学校では、障がいの

多様化により、各学校からの希望品目が分散して、スケールメリットを生かしての高い値引き率を得ること

は、難しい状況となってきている。現状では、特に、肢体不自由児と視覚障がい児へのスポーツ用品は、特

注に近い形で生産されているため、その値引きはほとんどない状況となっている。 



3-2 「フットサル指導員の派遣」     予算 40万円 

令和3年度実績は、コロナ感染症の関係で特別支援学校2校、53,050円の派遣であった。 

また、新規事業としての特別支援学級「ちゃれんじ・ふっと・ぼーる」のフットサル指導については、エ

スポラーダ北海道に、20学級の実施を目途に、100,000円で依頼して実施した。 

「フットサル指導員の派遣」事業は、令和4年度、特別支援学校20万円、特別支援学級20万円の計40万

円で計画する。 

表3 2021年度 ちゃれんじ・ふっと・ぼーる実施概要 

２０２１年度 ちゃれんじ・ふっと・ぼーる 実 施 概 要 

１．主 旨   札幌市特別支援学級を対象にボールを使った“遊び”やゲームを取り入れ、多くの子 

どもたちに笑顔でフットサルを楽しむ機会をつくり、子どもたちの心身の健やかな育 

成に寄与する。  

２．主 催   公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会  

３．主 管   一般社団法人エスポラーダ北海道スポーツクラブ  

４．後 援   札幌市特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会（札特協） 

５．実施期間 ２０２１年 10 月～２０２2 年２月末頃まで  

６．時 間   1 単位時間(小学校 45 分間、中学校 50 分間)  

７．対 象   札幌市小学校及び中学校特別支援学級（50 校程度を予定） 

８．場 所   各学校体育館等施設  

９．実施内容 エスポラーダ北海道関係者が楽しく笑顔になるよう指導します。  

１）準備運動  

２）動き作りの運動  

３）ボールを使った遊び方  

４）フットサルゲームの実施 等 

※屋内、屋外を問わずあまり広くないスペースでも実施できます。  

※暑い時、寒い時など子どもたちの健康を十分に考慮します。  

10．用 具  １）ボール等は、持参します。 

２）ビブスは、各学校で用意してください。                            

1１. 費 用  無 料、公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会が負担します。  

1２. 申 込 先 所定の申込書でエスポラーダ北海道にメールでお申し込みください。 

              エスポラーダ北海道 広報担当：安藤 

メールアドレス：info@espolada.com 

13．申込期日 本実施概要到着日から 8 月 31 日（火）まで 

14. そ の 他 ・実施日程及び実施学級数は、申込を受けて札特協とエスポラーダ北海道とで 

協議します。 

       ・活動後は、各学校担任等の方は、A4 版 1 枚程度の「札幌市特別支援学級『ちゃれ 

んじ・ふっと・ぼーる』活動記録」を、エスポラーダ北海道に送付します。なお、こ 

の活動記録は、主催者法人のホームページで開示しますので、写真は、個人情報に留 

意し、編集等してください。 

 

 

mailto:info@espolada.com


4 定款第 4 条 2「フットサル等競技会の開催・助成」   予算 360 万円 

○概要 

 コロナ感染症の拡大もあり、2020第4回小野寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会及び2021第５回小野

寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会は、開催を断念・中止した。 

2022令和4年度は、オミクロン株の特性とともに、コロナ感染症へのワクチン及び治療薬の進展により、

開催が可能と判断して、予算化するものである。 

本大会は、江別市教育委員会の協力により、令和4年2022年7月29日（金）、道立野幌総合運動公園体

育館で開催確保するとともに、カテゴリー１及び2の優勝校に江別市長杯が授与されることになった。また、

前泊と後泊予定の各１００人の宿泊分は、同施設合宿所を使用する。 

また、今年度からこの大会に参加した北海道内特別支援学校の最優秀校を、一般財団法人日本ライオンズ

主催の「第１回全国特別支援学校フットサル大会(11月５日、北ガスアリーナ)」に北海道枠として推薦する

ものである。なお、この全国大会開催の経費全額は、当該日本ライオンズが負担するものである(報告事項)。 

 さらにこの大会には、過年度より、台北駐日経済文化代表処教育部黄完超部長から、台北市立特殊教育学

校及び台北市立啓聴学校の参加希望があることから、国際大会として開催する。今後、韓国からの参加も呼

び掛ける予定である。 

 

 

○参加校と予算 

2019年令和元年度は、カテゴリーⅠ(中等部・高等部併置校)4校、カテゴリーⅡ(高等部単置校)23校、

27校、生徒数190名、引率者数86名、合計276名、宿泊は、前泊者156名、後泊者69名、後後泊(台北市

立啓聴学校)12名、宿泊者合計237名の実績を踏まえて、350万円を予算化する。 

 また、令和元年度の支出経費を踏まえた令和4年度の予算は、次表4のとおりである。 

各学校の移動助成費及び宿泊費の増額は、遠距離学校の増加による後々泊の必要見込みのためである。 

宿泊は、１００名分は運動公園合宿所で可能であるが、約80名は一般のホテル等への宿泊になる予定で、

食糧費については、約400食を野幌運動公園付属レストランからのスポーツ仕様弁当を予定したことからの

増額である。 

表4 令和元年度支出と令和4年度予算 

区 分 令和元年度支出 令和4年度予算 

各学校の移動助成費 673,445円 800,000円 

参加者の宿泊費 1,503,164円 1,700,000円 

運営役員、審判等の謝金 365,295円 400,000円 

優勝カップ等の表彰費 124,836円 150,000円 

食糧費(昼食) 272,154円 370,000円 

大会パンフレットの印刷費 97,470円 100,000円 

大会参加・運営者の保険料 26,920円 30,000円 

消耗品・雑費 34,759円 50,000円 

 

○札幌バスターミナル、高速野幌バス停留所、新千歳空港等からのバス輸送対策 

道内各学校から札幌市までの移動は都市間バスでの移動助成を行うとともに、札幌駅から江別市野幌駅ま

ではJR移動費用の助成、野幌駅から運動公園まではJR北海道バスの特別時刻発車バスとすることなど、江



別市教育委員会との連携を深めて進めてまいりたい。 

なお、渡島及び檜山管内特別支援学校は、複数校で当法人の移動助成費を集めてバスを借り上げて往復し

ている。このような工夫を上川管内や釧路及び十勝管内の各学校にも進めていきたい。 

 

5 定款第4条3「フットサル等スポーツ活動の調査・研究」 予算 70万円 

 令和3年度は、8校に対して、1校10万円の研究助成を行った。 

印刷は10万円分の教材等費を印刷を依頼した北海道小樽高等支援学校が指定した教材業者に振込むことと

して、４００部印刷した。この合計は90万円であった。 

令和4年度は、助成対象校を6校程度として、1校10万円の実践研究を継続するとともに、印刷も北海道小

樽高等支援学校として、これまでと同様の対応で実施したい。したがって、70万円の予算とした。  

 

 

 

 

 

 

 

 
令和4年度の収支予算案は以下の通りです。精査の上、承認を求めます。 

第 2号議案 令和 4年度収支予算の件 



 

 
 



 



公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会定款第 25 条３項に基づく 

小野寺眞悟理事長及び小野寺裕司業務執行理事による業務執行状況報告 

 

○スポーツ用品の寄贈について 

 このことについて、令和４年度の寄贈に向けたフットサルボール及び簡易室内ゴール、ボ

ッチャ用具、ティーボール用具、フロアーカーリング用サポートスティック、柔軟性コーナ

ーポスト、水泳用フロートクッション、コートブラシ、移動用得点版、ブラインドサッカー

ボール及びアイマスクセットの物品に係る購入予定価格を折衝したが、各学校の希望用品を

踏まえて、多品目を用意したことから、1 品目当たりの数量が少数化することによるスケー

ルメリットを生かすことが難しい現状となった。 

また、各用品の値上がりなども含めて、令和４年度は、業者と事前交渉した価格よりも、

若干、値上がりすることが予想される。 

 

○フットサル指導員の派遣について  

 令和 3 年度は、令和２年度に引き続いたデルタ株の拡大、３年度後半からはオミクロン

株の急速な拡大により、学級・学校の閉鎖とともに、各学校の外来者の入校制限が厳しくな

ったことから、指導者派遣は 2 校にとどまった。 

令和 4 年度前半は、この影響は続くものと考えているが、厚生労働省の判断を踏まえて、

来年度は、エスポラーダ北海道の水上玄太新 GM の協力を得て、より多くの特別支援学校・

特別支援学級にエスポラーダ北海道監督・選手を派遣していくよう、北海道特別支援学校長

会及び特別支援学級設置校長会と、２月、電話での協議を行った。 

 

○小野寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会の開催について 

 令和 3 年度第５回大会は、江別市教育委員会のご支援もあり、道立野幌運動公園体育館

で開催することで決定して進めていたが、コロナウィルス感染症デルタ株の拡大により、や

むなく断念・中止することとした。 

令和 4 年度第６回大会は、１月、江別市教育委員会担当参事と協議して、カテゴリーⅠ

(中高等部併置校)とⅡ(高等部単独校)の各優勝学校に江別市長カップが持ち回りとして寄贈

それることとなった。また、同教育委員会は、令和 4 年 7 月 29 日(金)、道立野幌運動公園

体育館の開催を確保してくれた。現在のところ約 25 校の出場を見込んいる。 

今年の第６回大会は、一般財団法人日本のライオンズが創設した第１回全国特別支援学校

フットサル大会の北海道予選大会も兼ねることになっている。今後、この大会は、「第○回

小野寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会」兼「第○回全国特別支援学校北海道地区大会」

と明することになります。 

台湾の台北市立特殊教育学校及び台北市立啓聴学校の参加依頼が、台北駐日経済文化代表

処教育部 黄完超部長よりあり、コロナの推移が関係するが、台湾の国旗と国歌の提供受け

ることになっている。 


